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加
工
食
品
の
製
造
、
販
売
を
行

っ
て
い
る
仁
多
協
同
食
品
で
は
、

地
元
の
安
心
・
安
全
な
農
産
物
を

使
っ
た
新
商
品
の
開
発
、
製
造
を

強
化
す
る
た
め
工
場
を
新
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
島
根
県
で
は
条
例
に
基
づ
き
同

社
に
支
援
を
行
う
た
め
、
立
地
計

画
認
定
書
の
交
付
並
び
に
覚
書
の

調
印
式
が
四
月
二
十
八
日
、
県
庁

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
澄
田
知
事
か
ら
落
合
秀

雄
代
表
取
締
役
に
認
定
書
が
交
付

さ
れ
、
続
い
て
　
　
奥
出
雲
町
長

職
務
執
行
者
を
交
え
覚
書
に
調
印

を
し
、
新
た
な
奥
出
雲
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
の
成
功
を
祈
り
ま
し
た
。

　
新
工
場
は
高
尾
地
区
内
の
七
四

〇
〇
平
方
�
の
敷
地
内
に
建
設
さ

れ
、
地
元
の
農
家
や
建
設
業
者
と

協
力
し
、
野
菜
を
使
っ
た
様
々
な

惣
菜
や
キ
ノ
コ
類
の
加
工
品
製
造
、

将
来
的
に
は
周
年
栽
培
を
視
野
に

入
れ
た
新
商
品
の
開
発
も
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
国
営
農
地
三
百
�
を
活

用
し
て
、
契
約
栽
培
農
家
の
育
成

も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　
総
事
業
費
は
約
一
億
三
千
三
百

万
円
で
、
操
業
後
三
年
で
二
十
五

名
の
新
規
雇
用
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
こ
の
工
場
新
設
に
伴
い
、

島
根
県
で
は
投
資
額
の
十
�
を
助

成
、
町
で
は
三
年
間
の
固
定
資
産

税
免
除
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
横
田
地
区
の
む
ら
く
も
の
丘
に

植
え
ら
れ
た
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
見
ご

ろ
を
迎
え
た
五
月
一
日
、
商
工
会

横
田
支
部
、
や
っ
ち
ゃ
ら
会
の
主

催
で
第
六
回
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
た
園
内
に

は
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
一
面
に
咲
き

誇
り
、
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
多
く
の
観
光
客
が
鑑
賞
に

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
内
で
は
、
馬
木
乙
女
会
に

よ
る
銭
太
鼓
の
披
露
、
お
楽
し
み

抽
選
会
や
各
種
の
ゲ
ー
ム
、
苗
木

の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
は
、
プ
ロ
演
歌
歌
手
・

七
瀬
も
み
じ
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー

も
午
前
と
午
後
の
二
回
に
わ
た
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
七
瀬
さ
ん
は
、
奥
出
雲
町
を
舞

台
に
し
た
ご
当
地
演
歌
「
忘
れ
な

い
で
奥
出
雲
」
を
プ
ロ
の
歌
声
で

情
緒
た
っ
ぷ
り
に
歌
い
上
げ
、
お

祭
り
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
奥
出
雲
た
た
ら
と
刀
剣
館
で
は

大
型
連
休
中
、
小
林
日
本
刀
鍛
錬

場
一
門
に
よ
る
日
本
刀
鍛
錬
実
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
の
た
た
ら
製
鉄
は
、
現
在
、

世
界
で
唯
一
、
量
産
の
直
接
製
鋼

法
に
よ
り
日
本
刀
の
原
料
と
な
る

和
鉄
「
玉
鋼
」
を
生
産
し
て
お
り
、

テ
レ
ビ
番
組
で
も
度
々
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
連
休
中
は
、
こ
の
日
本
刀
鍛
錬

を
一
目
見
よ
う
と
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
五
月
五
日
に
は
、
高
知
県

の
土
佐
抜
刀
道
連
盟
よ
り
樋
口
功

氏
、
境
泰
雅
氏
の
二
名
を
お
迎
え

し
て
の
抜
刀
実
演
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
日
ご
ろ
目
に
す
る
こ
と
の
少
な

い
真
剣
で
の
試
し
斬
り
、
組
み
太

刀
な
ど
が
張
り
詰
め
た
雰
囲
気
の

な
か
披
露
さ
れ
、
見
学
者
は
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
見
守
っ
て
い
ま
し

た
。

　
奥
出
雲
を
代
表
す
る
景
勝
地
「
鬼

の
舌
震
」
の
川
開
き
安
全
祈
願
祭

が
四
月
二
十
日
、
現
地
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
鬼
の
舌
震
」
は
、
峡
谷
と
清

流
が
織
り
成
す
神
秘
的
な
景
観
と

上
流
部
の
一
・
二
キ
ロ

に
わ
た
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
遊
歩
道
の
整
備
、

ア
ク
セ
ス
道
と
な
る
玉
湯
吾
妻
山

線
の
大
規
模
改
良
な
ど
の
一
体
的

な
整
備
、
ま
た
松
本
清
張
原
作
の

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
砂
の
器
」
の
ロ

ケ
地
に
も
選
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

年
間
約
十
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

　
安
全
祈
願
祭
に
は
、
　
　
観
光

協
会
副
会
長
、
絲
原
県
議
な
ど
関

係
者
約
三
十
名
が
出
席
し
、
神
事

を
行
い
観
光
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全

を
祈
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
玉
日
女
橋
か
ら
の
お
神

酒
流
し
の
後
、
今
年
は
ヤ
マ
メ
の

稚
魚
三
百
匹
が
　
　
観
光
協
会
副

会
長
、
タ
イ
出
身
の
奥
出
雲
町
国

際
交
流
員
パ
ン
ニ
ー
・
セ
ー
リ
ム

さ
ん
ら
に
よ
り
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
今
年
も
癒
し
と
行
楽
を
求
め

て
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
観
光
客

で
賑
わ
い
ま
す
。

▲「忘れないで奥出雲」を歌う七瀬さん▲神事の様子

▲山頂でカタクリの花を楽しむ登山者

▲観光シーズン中の安全を祈り、ヤマメを放流

▲

▲覚書を締結し、三者で握手

　
　
み
ど
り
の
日
　
の
四
月
二
十

九
日
、
カ
タ
ク
リ
の
群
生
地
と
し

て
知
ら
れ
る
船
通
山
で
カ
タ
ク
リ

登
山
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
三
百

名
は
、
鳥
上
滝
コ
ー
ス
、
亀
石
コ

ー
ス
の
二
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ

出
発
し
、
新
緑
や
鳥
の
さ
え
ず
り

を
楽
し
み
な
が
ら
思
い
思
い
の
ペ

ー
ス
で
約
二
時
間
を
か
け
て
登
り

ま
し
た
。

　
標
高
一
一
四
二
・
五
�
の
山
頂

に
た
ど
り
着
く
と
、
眼
下
に
広
が

る
三
六
〇
度
の
眺
望
と
薄
紫
色
の

満
開
の
カ
タ
ク
リ
の
花
が
登
山
者

の
心
を
癒
し
ま
し
た
。

　
ま
た
昼
食
時
に
は
、
横
田
山
の

会
に
よ
る
カ
タ
ク
リ
に
つ
い
て
の

紙
芝
居
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
は
、
カ
タ
ク
リ
は
七

年
以
上
の
歳
月
を
か
け
可
憐
な
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
や
自
然
の
中
で

生
き
残
っ
て
い
く
た

め
の
様
々
な
特
徴
な

ど
が
説
明
さ
れ
、
多

く
の
方
が
興
味
深
く

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
き

れ
い
な
カ
タ
ク
リ
の

花
が
満
開
で
と
て
も

癒
さ
れ
ま
し
た
」
、

「
紙
芝
居
や
係
り
の

方
の
親
切
な
説
明
で
、

花
や
山
の
こ
と
が
良

く
分
か
り
ま
し
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
同
じ
日
、
鯛
ノ
巣
山
で
は
、

山
開
き
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
山
開
き
に
は
、
地
元
の

小
学
生
や
五
歳
の
女
の
子
ま
た
山

口
県
か
ら
の
登
山
愛
好
者
な
ど
約

四
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
神
職
が
祝
詞
を
奏
上
し
た
後
、

代
表
者
が
玉
串
を
奉
奠
し
今
年
の

登
山
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

　
神
事
の
後
に
は
記
念
登
山
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
近
年
整
備
さ
れ

た
約
五
六
三
〇
�
の
遊
歩
道
を
元

気
に
散
策
し
登
山
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

鯛
ノ
巣
山
で
は
山
開
き

組
み
太
刀
の
披
露

〝

〝
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